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　アメリカ日系四世の中学生が、当市の中学生とバスケット
ボールを通じて友好を図ることを目的に、家族とともに総勢
１２１人で来日しました。カルチャーセンターで行った交流試合
に参加したアメリカの中学生は、「言葉の壁があっても、試合を
通じて仲良くなれたことがうれしいです」と満面の笑み。いっ
しょに汗を流し、国を超えた友情が芽生えている様子でした。
　滞在中は浴衣姿でイベントを楽しんだり、エフエムしばたの取
材を受けたりしながら、新発田の夏を楽しんでいました。

言葉の壁を乗り越え
バスケットで友情を育む

9月17日㊋

10月 1日㊋

10月15日㊋

今後の「広報しばた」発行日

食資源で地域の魅力を向上
「食」の総合大学と共同で取組スタート

片時も忘れたことはなかった
新発田への感謝の気持ち

７/３１ ７／２６

　当市と新潟食料農業大学は、食分野における課題を共同で解
決するため、協定を締結しました。これを基に、同大学は市内で
農業や食料に関わる調査・研究を行い、市は地域活性化や産業
振興、健康増進などに向けた取組を進めます。
　締結式では、二階堂 馨市長が「新発田を研究フィールドとし
て、存分に活用してもらいたいです」と話すと、同大学の渡辺好
明学長は「農産物のブランド化や品質向上のためのお手伝いを
行っていきたいです」と抱負を述べました。

　当市で初めてのＡＬＴ（外国語指導助手）として、第一中学校
に勤務していたシェネード・キーガンさんが、アイルランドから約
３０年ぶりに同校を訪れ、３年生の英語の授業に参加しました。
　キーガンさんは、当時の生徒や同僚との思い出が今も人生の
糧
かて

であり、我が子にも日本人の優しさや我慢強さなどを感じて
もらいたいと、この度、自身の子ども2人とともに来日。「以前
と変わらない新発田の子どもたちの温かい心を感じました」と
うれしそうに話していました。
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しばたフォトスケッチ

特集 新発田の「茶の湯文化」

めざせ100彩すこやか通信／し
ばめし

地域おこし協力隊奮闘記／市民
活動だより／図書館へ行こう

国民文化祭、全国障害者芸術・文
化祭

避難施設を確認しておきましょ
う

情報掲示版

あつまれ！！ハッピーキッズ

市民の広場

しばたキラ人めぐり

　城下町として発展
してきた新発田には、
歴史ある文化が息づ
いています。これを
知らずに過ごすのは
もったいないこと。身
近にある文化を、もっ
と感じてみませんか。

③ ②

７/２７～３０ 日米中学生バスケットボール親善大会

　新発田川に目を向けるきっかけを作ろうと、しばた川灯籠流し
実行委員会が中心となり、灯籠流しを行いました。
　各寺や寺町たまり駅で参加者を募り、清水園や寺町周辺で、家
内安全や先祖の供養などの願いが込められた灯籠約200基が流
されました。当日はおおぜいの人が訪れ、自分が流した灯籠を探
す人や、カメラを構える人の姿も。開始当初は明るかった空が次
第に暗くなると、川面に温かい光が映し出され、夜の新発田川を
幻想的に彩りました。

やさしい灯りに思いを乗せて
夏の風物詩が約35年ぶりに復活

8/17 しばた川灯籠流し

新潟食料農業大学と包括的連携協定締結 元ＡＬＴが第二のふるさと新発田を再訪
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